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３ はじめの言葉 
 
 
４ 「かくさ」認識が産み出す 

様々な社会現象          田原文夫 
 
前号で較差と公平、平等感の欠如について述べたが、不公平、不平等を感じさせる原因

とされる「かくさ」認識について、今一度触れてみたい。歴然として存在する「かくさ」

というものを認識することで、その本質を捉え、社会的に「かくさ」として一般にイメー

ジされていることが、どのような社会的現象の要因になっているかを考えてみたいと思う

からである。「かくさ」に対するニュアンス、イメージが、日本／日本人と外国／外国人

との間には大きな差違があることに気付く。そしてこのことが、ものごとに対する認識か

くさ／情報かくさを産み出していることが解る。当然にして国家間交渉、経済交渉におい

ても大きな影響を与えている。特に「かくさ」そのものに対する認識の違いは、同じ日本

人同士でも存在し、憲法改正問題に対する考え方にも大きな差異としてみてとれる。国民

／国家のコンセンサスがなかなかとれない理由である。 
 

 

１０ 情報社会を考える その３４ 
   情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか     編集部 

 
信じられないアメリカ政府の暴走行為 

 個別企業の情報システムですら社会的情報システムネットワークを構成するコンポー

ネントシステムとして認識されるのは、今や当たり前のこととなっている。情報システム

を活用する企業等組織は、あまねく今やネットワークを介した社会的存在であり、相互に

情報社会インフラを構成する存在となっている。 
 Google、Yahoo といった検索エンジンサービスネット、FaceBook などのソーシャルネ

ットワークサービス（SNS）は言うまでもない。社会的存在である。またネットワークイ

ンフラの構成要素である。 
 社会的存在であるゆえに、それぞれが社会的責務を負う形で行動する立ち居振る舞い

（ビヘイビア）が求められている。 
 
 
１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 M-BIM 構築が必要か  その 29          水田 浩 

７ 
２０１３ No.706 
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まちづくりの BIM：コンパクトシティ  

コンパクトシティは東北圏のまちづくりを平成 22 年度から「東北発コンパクトシティ

推 進 研 究 会 」 に 改 め 、 国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 企 画 部 広 域 計 画 課

http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/が事務局となって推進している。東北圏の現状は、

以下のような課題を抱えている。 
 
 

１８ 連載 アーキテクチャ論 （27） 
アジャイル開発とアーキテクチャ(3)          山本修一郎 

 
これまで、2 回にわたって、アジャイル開発手法とアーキテクチャとの融合手法につい

て解説した[1][2][3]。本稿では、重要安全ソフトウェアと安全論証に対する反復開発手法

[4]について紹介する。 
はじめに、重要安全ソフトウェアとリスク分析手法について説明し、次いで、アジャイ

ル開発のためのアーキテクチャに基づく安全性の論証手法について紹介する。 
 

 

２５ 国家レベルのセキュリティ論とそれに呼応する対応策(2)    aism 
 
前号で、現政権の打ち出している「日本版 NSC（国家安全保障会議）」設置の動きと、

それに呼応したセキュリティ対策のあり方について考えるべきだと指摘した。それは、我

が国のこれまでのセキュリティ対策が、企業組織をベースにしたものであること、国家レ

ベルでのセキュリティ論を想定した場合、あまりにも無防備だと指摘したかったからであ

る。奇しくも、その懸念を現実的にしたかのようにアメリカ政府による情報収集／諜報活

動の一端が表面化した。何と国／地方、企業、個人と幅広く活用されているネット上の検

索エンジン／SNS 提供会社が、それに加担してきているという事実の公表だった。 
 
             
２９ ものの造れる日本再生に向けて  その 22 
   第二／第三の創業へ                     Dr.ベスト 

 
1970 年代のオイルショック後の 1980 年代は「激動の時代」と予測されたが、実は、「ジ

ャパンアズ No1＝No1 としてのニッポン」という、今にして思えば黄金期だった。その黄

金の夢が一気に醒めたのが、1991 年のバブル崩壊という悪夢からの出発だった。そして

それは、さらに厳しい姿勢で日本全体の産業界のリストラクチャリングに挑戦する時代の

幕開きだった。まさに温故知新である。新興国にはない一企業の枠を超えたリストラクチ

ャリングの歴史をひもといてみよう。鉄鋼、造船、エンジニアリング、自動車、電気・電

子業界の動向を追いながら、これからの日本再生に向けて踏み込んだ展望をしてみたい。 

 

 

３４ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第４５回 米諜報機関によるネット監視の衝撃       根本忠明 

英ガーディアン紙は、今年 6 月 5 日、米 NSA（国家安全保障局）が米電話会社の通話
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記録を収集し個人情報を覗き見していた事実をスクープした。アメリカ諜報機関によるネ

ット監視の暴露は、2000 年のエシュロン事件に匹敵する米国史上最大級の機密流出とい

ってよく、オバマ政権は対応に苦労している。ここでは、この事件の簡単な経緯と、この

アメリカ政府によるネット監視の内外への影響について、考えてみることにする。 
 

 

３７ 続インテリジェンスへのいざない 42 
ブログ炎上にみるネット時代の情報発信と責任追及      今井 武 

 
これまで事実データ→インフォメーション→インテリジェンスの情報加工過程の重要

性をたびたび述べてきた。この情報加工過程（プロセス）における問題点について、最近

のマスコミ等での失言による不祥事を見ながら探ってみたい。 
 

 
４０ 一味違うウェブ検索 

  第三十六話 「事典・辞書などの使い方」シリーズ 

 ③ウィキペディアを使って、知られざる有名人を調べる 

     ぐぅのうぇぶへい 

前回は、有名人の詳細や知られざる側面について調べる方法について、紹介した。今回

は、海外などで活躍して有名になっているのに、日本国内では余り知られていない有名人

を探しだす方法について、紹介することにする。 

 

 

４２ 連載 四字熟語力トレーニング          すぎやまチヒロ 
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 案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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第一章 EUCが必要としているデータ
第二章 データベースとデータ・ウェアハウスの

相違点

第三章 OLAP用のデータ・ウェアハウス

第五章 正規化の問題点とデータ・ウェアハウス

第六章 データ・ウェアハウス管理システム
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第七章 情報システム部門しかできない
データ・ウェアハウスサポート

第八章 データ・ウェアハウスの構築と
データ移行ツール
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エンドユーザー・ツール
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